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〈スポーツイノベーション推進本部における取組状況〉

●奈良県スポーツイノベーション推進本部（令和６年４月17日設立）においては、令和13年に奈良県
で開催される第85回国民スポーツ大会を契機とした競技力の向上に関する各取組を実施。

令和８年度における取組の主眼

・奈良県スポーツイノベーション推進計画上
の充実期にあたるため、質の向上、内容の
充実を重視した事業展開を予定。

令和7年度における取組の主眼

・次世代を担う「こども」を中心に据えて、
重点的に事業を推進。
・協働で事業に取り組むことで、県と各競技
団体間の連携力を強化。

（千円）

事業名 令和7年度予算

01 推進本部運営費 1,123

02 競技団体向けアスリート活動支援事業 169,578

03 未来のトップアスリート発掘育成事業 16,031

04 運動のきっかけ創出事業 5,977

05 アスリート県内定着プログラム推進事業 3,278

06 県民スポーツ大会開催事業 3,000

07 競技開催市町村機運醸成事業 3,000

08 スポーツコミッション勉強会実施事業 308

計 202,295



〈01 推進本部運営費〉

総 会：令和８年４月上旬頃
検討部会：情報収集、課題整理

を踏まえて開催

令和7年度予算 1,123千円

本部委員会 委員名簿 （令和７.９.１時点）

役職 分野 所属機関・団体役職 氏名

本部長 行政 奈良県知事 山下真

副本部長 スポーツ団体 （公財）奈良県スポーツ協会会長 池田誠也

副本部長 教育 奈良県教育長 大石健一

委員 有識者 奈良県スポーツ推進審議会会長 原田宗彦

委員 アスリート
県関係オリンピアン（リオ五輪バドミントン女子
ダブルス金メダリスト）

髙橋礼華

委員 プロ
スポーツ

株式会社バンビシャス奈良代表取締役 加藤真治

委員 株式会社奈良クラブ代表取締役社長 濵田 満

委員
企業
スポーツ

スポーツチームを持つ県内企業代表者
（佐藤薬品工業株式会社代表取締役社長）

佐藤 雅大

委員
市町村

奈良県市長会会長（葛城市長） 阿古和彦

委員 奈良県町村会会長（明日香村長） 森川裕一

委員

学校

天理大学体育学部長 中谷敏昭

委員 奈良県高等学校体育連盟会長 稲葉功

委員 奈良県中学校体育連盟会長 楢原祥弘

委員 奈良県小学校体育研究会会長 片山登志男

委員
経済界

奈良県商工会議所連合会会長 小山新造

委員 奈良県商工会連合会会長 中谷守考

委員 議会 奈良県議会文教くらし委員会委員長 森山賀文

委員 医科学 奈良県立医科大学整形外科教授 田中康仁

委員 行政 奈良県地域創造部長 毛利嘉晃

監事 － 奈良県会計局長 松山善之

監事 － 大和信用金庫理事長 中村正德

【概 要】
奈良県スポーツイノベーション推進本部の事務及び会議運営
に関する事業の総称。

第2回本部委員会の開催
開催日：令和７年４月１６日
会 場：奈良県コンベンションセンター（会議室103・104）
議 題： 第1号議案 令和6年度事業実施報告

第2号議案 令和6年度事業決算報告案 及び 監査報告
第3号議案 奈良県スポーツイノベーション推進計画案
第4号議案 令和7年度予算案及び令和7年度事業計画案

（重点化事業、新規事業）

検討部会検討課題(女性アスリートの支援)情報収集・課題整理
催 事：ワールドクラス・パスウェイ・ネットワーク連携会議
開催日：令和７年12月５日
会 場：HPSC 国立スポーツ科学センター（オンラインあり）
概 要：女性アスリート育成パスウェイにおけるトータル

コンディショニングを考える

令和７年度第２回本部委員会

令和７年度 実績

令和８年度 予定
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◆補助事業◆

令和7年度予算 169,578千円

〈02 競技団体向けアスリート活動支援事業〉

4

「わたSHIGA輝く国スポ2025」：天皇杯２４位（前回大会３６位）、 皇后杯２２位（前回大会４６位）

◆令和7年度の取組を踏まえた課題整理◆
➢ 競技団体における課題：選手強化費の継続確保、用具整備費の継続確保、指導者の育成促進。

安定的な競技パフォーマンス確保のため、選手のコンディションの維持確保。
➢ 組織連携における課題：競技団体と医療関係者との間での体制構築の必要性。

課題を踏まえ、各支援の充実化を推進。

【概 要】
令和13年に奈良県で開催される国民スポーツ大会を契機として活躍が期待される県内アスリートの競技力を更に向上させる
ため、各競技団体の育成支援や指導を行う（公財）奈良県スポーツ協会に対して事業補助を実施。

２ 指導者育成強化事業
【医・科学分野の体制強化】
・【充実化】スポーツ医・科学サポート事業
・【充実化】アスレティックトレーナー育成事業
➢ 競技者のパフォーマンス維持に寄与するため、
医療従事者との連携体制と人材育成を強化

【指導体制の強化】
・【充実化】エリートコーチ育成強化事業
・【充実化】専門スポーツ指導員の配置
➢ 選手育成の要となる指導者等の確保策を強化

１ 選手育成強化事業
・【充実化】競技団体へのコンディショニングサポート
・【充実化】指定選手（チーム）の強化
➢ アスレティックトレーナー等を通じて、日頃から
競技団体へのコンディションサポート体制を強化

➢ 大会遠征に係る経費への補助を増額し、直接的に
チームや選手の強化に繋げられる支援を継続強化

３ 練習環境整備事業
・【充実化】練習器具、用具の整備支援
➢ 第85回国民スポーツ大会を見据え、競技団体に対して計画的な用具整備を継続支援

令和７年度 実績

令和８年度 予定



②ジュニアアスリート育成プログラム

【概 要】
スポーツ能力測定会（①）で選抜した子どもたちに対して、
基礎的運動能力の向上を目指す運動プログラムを実施。
併せて、競技団体と連携した複数回の競技体験、食育や
熱中症対策等の保護者向けの座学や実技を実施。

【対象者】
小学3年生～6年生の子ども８３名（令和6年度に①で選抜）

【競技体験】
カヌー、ソフトボール、器械体操
【保護者向け座学・実技】
食育、熱中症対策、体幹づくり 等

【対象者】
小学３年生～6年生の子ども９２名（令和7年度に①で選抜）

【競技体験＆保護者向け座学・実技】
調整中

【概 要】
令和13年の第85回国民スポーツ大会の奈良県開催を契機として、ジュニアアスリートの安定的な確保を目指す各取組を実施。

●優れた素質を有するジュニアアスリートの発掘及び育成（以下①～③）
●今後の競技を担うジュニアアスリートにおける競技へのモチベーション維持及び向上（以下④）
●ジュニア世代をターゲットとした競技人口のすそ野拡大（以下⑤）

①スポーツ能力測定会

【概 要】
最新の測定機器を用いて6つの測定種目から運動能力を
測定し、運動能力の高い子どもたち（次年度育成対象者）
を選抜。すそ野拡大を見据えた競技体験会を同時開催。

【日時場所】
令和７年７月3０日、３1日＠ジェイテクトアリーナ奈良
【参加者】
スポーツ能力測定会３９２名／競技体験会のべ４１０名

（対象：幼稚園年長～小学校５年生）
【競技体験会種目】
剣道、卓球、バレーボール、モルック

【日時場所】
令和８年7月31日、8月1日＠ジェイテクトアリーナ奈良

令和７年度 実績

令和8年度 予定

令和7年度予算 16,０３１千円
〈03 未来のトップアスリート発掘育成事業❶〉
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令和７年度 実績

令和8年度 予定

スポーツ能力測定会 競技体験会（剣道） 競技体験会（バレーボール） 競技体験（カヌー）

育成プログラム

保護者向け座学

すそ野拡大

発掘＆育成

レベルアップ



⑤こどもスポーツフェスティバル
【概 要】
競技団体と連携し、子どもたちが様々なスポーツを体験できる機会を設けることでスポーツを始めるきっかけづくりを実施。
競技人口のすそ野拡大に寄与することで、県全体の競技力向上を促進。

【実施競技・日時場所】
令和７年10月18日＠大和郡山市総合公園施設
［屋内競技］柔道・ボクシング・軟式野球・ハンドボール
令和8年 1月24日＠大和郡山市総合公園施設
［屋外競技］テニス・ソフトテニス・ラグビー・サッカー・陸上・自転車・軟式野球

【実施競技・日時場所】
令和8年11月8日＠大和郡山市総合公園施設
➢ 屋内競技と屋外競技を１日に集約し、規模感を重視して実施

③プレ育成プログラム

【概 要】
イノベーション推進本部の一員でもある天理大学と連携し、
次年度の育成プログラム選抜者に対してプレ体験を実施。

④トップアスリートによるレベルアップクリニック
【概 要】
競技団体との連携により、競技に取り組む子どもたちがトップ
アスリートから考え方等を直接指導によって受けられる機会を
確保し、子どもたちの競技能力のレベルアップを支援。

【実施競技・日時場所】
[陸上競技（寺田明日香氏）]

令和7年12月20日＠橿原公苑陸上競技場
[レスリング（高谷大地氏）]

令和8年2月11日＠天理大学体育館

【実施競技・日時場所】
調整中
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【日時場所】
令和7年11月15日＠金魚スクエア
令和8年 2月15日＠金魚スクエア

【日時場所】
令和8年11月28日＠金魚スクエア
令和9年 2月20日＠金魚スクエア

令和８年度 予定

令和７年度 実績

令和７年度 実績

令和８年度 予定

令和８年度 予定

令和７年度 実績

〈03 未来のトップアスリート発掘育成事業❷〉

プレ育成プログラム

柔道体験

ハンドボール体験ボクシング体験

軟式野球体験

計 のべ736人

計 ９９人

寺田明日香氏によるクリニック

パリ五輪銀メダリスト

女子100ｍハードル元日本記録保持者

高谷大地氏によるクリニック

計 １１１人



①こどもをはぐくむ運動推進イベント
【概 要】
親子で参加できる運動能力測定会やスポーツ体験イベント
を通じて、主に就学前の子どもが体を動かすことに親しみを
覚えることで、運動習慣の形成や体力を向上。
併せて、講習会を通じて保護者等の運動認識を向上。

【親子de運動あそび・運動講習会】
日時場所：令和７年11月８日＠金魚スクエア
参加者：３歳～８歳のお子様とその保護者 計95名

【親子スポーツ能力測定会】
日時場所：令和８年１月２４日＠金魚スクエア
参加者：年中～15歳までのお子様と

その保護者 計１６３名

【a.親子de運動あそび・運動講習会】
【b.親子スポーツ能力測定会】
日時場所：令和８年１月16日

＠金魚スクエア
参加者：a.３歳～８歳のお子様と

その保護者
参加者：b.年中～15歳までのお子様と

その保護者

②運動習慣形成イベント
【概 要】
主に運動に関心の薄い層に対し、ショッピングモール等の人通り
の多い場所で、誰でも気軽に参加できる運動イベントを実施。
また、市町村へ講師（千葉すず氏）を派遣し、山間部の高齢者や
子どもに対し、運動教室を実施。

［無関心層向け］
【日時場所・参加者数】
令和７年６月２１日＠イオンモール橿原
令和７年９月６日＠イオンモール奈良登美ヶ丘 計 ４５４名

［高齢者向け］
【日時場所・参加者数】
令和７年６月１６日＠十津川村、令和７年７月９日＠天川村、
令和７年７月10日＠黒滝村、令和７年１2月７日＠山添村

計121名

［無関心層向け］
【日時場所】
県内の商業施設で３回程度

［高齢者向け］
【日時場所】
希望のあった山間部市町村(１９ヶ所)

令和８年度 予定

令和７年度 実績
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〈０４ 運動のきっかけ創出事業〉
令和7年度予算 5,977千円

令和7年度 実績

令和８年度 予定

【概 要】
県民が運動への興味や関心を高めることによって、自らが運動を始めるきっかけを提供する各取組を実施。

●スポーツ習慣を形成する素地がはぐくまれる「幼児期」に対して重点的に事業展開（以下①）
●県民に運動する楽しさを啓発することで自ら運動を始める機会を創出（以下②）

山間部での運動教室

無関心層向けイベント

親子スポーツ能力測定会

親子de運動あそび・運動講習会



【概 要】
県と（公財）奈良県スポーツ協会が共催する「奈良県民スポー
ツ大会」の開催に対する補助を実施。
広く県民にスポーツの楽しさや喜びを体験する機会を提供し、
心豊かな県民生活を実現。

【総合開会式】
令和７年7月６日＠かしはら万葉ホール

【県民スポーツ大会】
令和７年4月～令和８年2月＠県内外スポーツ施設

[１部：市郡村対抗競技の部]
[２部：公開競技の部]
[３部：レクリエーション競技の部]

【総合開会式】
令和８年7月５日

【県民スポーツ大会】
[１部：市郡村対抗競技の部]
[２部：公開競技の部]
令和７年7月５日（日）・12日（日）を中心に開催

[３部：スポーツレクリエーション競技の部]
令和７年11月７日（土）・８日（日）を中心に開催

令和7年度予算 3,278千円

〈0５ アスリート県内定着プログラム推進事業〉

【概 要】
全国や国際大会等で活躍できるアスリートや指導者の県内
企業への就職を支援するため、無料職業紹介所（アスリート
版ハローワーク）、『ならアスリートキャリアセンター』を開設。
アスリートキャリアアドバイザー（大垣 知哉氏）を中心として
アスリート等と県内企業のマッチングを実施。

【求人登録企業数】（令和７年１２月１日時点）
・株式会社丸産業
・株式会社泉屋
・株式会社汎建製作所
・アスカ美装株式会社
・平川商事株式会社
・奈良ダイハツ株式会社
・社会福祉法人正和会
・株式会社クレーる
・奈良交通株式会社
・昌和莫大小株式会社
・株式会社MOCHIDA GROUP
・辰巳電子工業株式会社

【マッチング成功人数】（令和８年２月１日時点）
１人（ソフトボール）【就職企業：佐藤薬品工業株式会社】
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〈0６ 県民スポーツ大会開催事業〉

令和7年度予算 3,000千円

令和７年度 実績

令和８年度 予定

事前広報等を強化

令和８年度 予定

前年度のマッチング成功人数以上を目標に継続実施

令和７年度 実績

総合開会式

計 １０,１１０人（令和８年２月１日時点）
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〈０８ スポーツコミッション勉強会開催事業〉

令和7年度予算 308千円

【概 要】
産官学民、観光、教育等の様々な分野との連携も視野に、
例えば、奈良県の特色や魅力を活かしたスポーツツーリズム
の展開、大会やイベント開催に伴う宿泊等の案内、合宿等の
誘致など、スポーツ振興と地域経済活性化に関する各取組を
コーディネートするスポーツコミッション事業に関して、国民ス
ポーツ大会開催後の状況や方向性も踏まえて、取組状況等
の情報収集を実施。

【情報収集、課題整理】
(スポーツ庁主催)
地域スポーツコミッションシンポジウムへ参加予定

【日時場所】
令和８年２月17日＠オンライン

情報収集や勉強会の実施

令和７年度 実績

令和８年度 予定

令和7年度予算 3,000千円

〈0７ 競技開催市町村機運醸成事業〉

【概 要】
第85回国民スポーツ大会競技会場地に選定された市町村が、
会場地のスポーツ機運醸成、競技理解を促進するため、競技
団体と協力して実施する地域住民を対象とした競技体験イベ
ント等の取組に対する事業補助。

【実施市町村】
［橿原市］
実施競技：柔道
日時・場所：令和７年10月4日＠橿原文化会館前広場
実施内容：中野寛太氏による柔道体験ブース

[桜井市]
実施競技：卓球
日時・場所：令和８年３月14日予定＠調整中
実施内容：卓球のトップアスリートによる初心者向け体験会

市町村補助を継続実施

令和7年度 実績

令和8年度 予定

橿原市柔道イベント（市HPより） シンポジウム（R6参考）


